
２ 社会科の学習で育てたい「生きる力」
－小学校・中学校「社会科」，高等学校「地理歴史科・公民科」の目標から－

○各段階での教科目標

○各段階で学習する分野，科目と，身に付けさせたい能力や態度

これから生きていく
わたし

わたしの
生き方
の追求

社会：人間生活の成り立ちや仕組み
・時間的なつながり(過去から現在へ)
・空間的な広がり (地域から世界へ)

わたし：社会的事象に興味・関心を持ち
社会について知るための能力を備え
社会の成り立ちや仕組みを理解し
その中での自分の生き方を追求する

公民的分野

地理的分野

歴史的分野

現代

近代

近世

中世

地域 市町 静岡県 日本 世界

文化

いま，ここにいる
わたし

経済

社会生活
自然環境

古代

及び

小学校社会

中学校社会

高等学校
地理歴史

高等学校公民
広い視野に立って，現代の社会について主体的に考察させ，理解を深めさせるとともに，人間

としての在り方生き方についての自覚を育て，平和で民主的な国家・社会の有為な形成者として
必要な公民としての資質を養う。

｢国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民としての資質」の育成

３・４年生

自分たちの住んでいる地域社会

社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に
生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

広い視野に立って，社会に対する関心を高め，諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し，我
が国の国土と歴史に対する理解と愛情を深め，公民としての基礎的教養を培い，国際社会に生き
る平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と認識を深め，
国際社会に主体的に生き平和で民主的な国家・社会を形成する日本国民として必要な自覚と資質
を養う。

小
学
校 国民生活を支える我が国の産業と国土

我が国の歴史と政治及び国際理解

中
学
校

歴史的分野地理的分野

公民的分野

地理歴史科 公民科

現代社会
倫理

又は世界史Ａ 世界史Ｂ 日本史Ａ 日本史Ｂ 地理Ａ又は

高
等

学
校

社会科，地理歴史科・公民科の学習を通して，児童生徒に持たせたい「社会」と「わたし」のイメージ

社会的事象に
対する関心・
意欲・態度

社会的な思考
力・判断力・
表現力

発達段階を踏まえて
段階的に育成

社会的事象に対する見方・考え方，調べ方や学び方
社会的事象について主体的に学ぶ力

社会科，地理歴史科・公民科で育てたい「生きる力」：
児童生徒が
「この社会の中で，わたしはどのように生きていくか」という問いを主体的に追究し，実現する力

３年生

１・２年生

６年生

５年生

から
１つ

地理Ｂ

政治

歴史的分野

観察･資料活用
の技能

社会的事象に
ついての
知識・理解

政治･経済
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